
施策評価シート【施策体系外（平成 31年度分）】 
 

【市長室】 

 目標 結果 

・「平塚市シティプロモーション指針」に

基づき、子育て世代を重点ターゲットに

シティプロモーションを展開し、本市の

イメージ向上と人口の社会増を目指しま

す。 

 

 

 

・要配慮者である妊産婦や子育て世代等に

向けた防災小冊子を作成し、対象者への

配布や冊子を活用したセミナーを開催

し、日頃からの備え等の啓発を行いま

す。なお、事業の実施に当たっては、市

民提案型協働団体と連携して進めます。 

・定住促進ウェブサイトの充実、「湘南で

子育てするなら平塚市」の窓上ポスター

を JR、神奈中バスに掲示したほか、横断

幕を製作し、小田原厚木道路の架道橋に

設置しました。また、治安イメージ向上

の PR 動画を放映し、他者推奨意向の向上

に努めました。 

 

・妊産婦や子育て世代の方を対象に防災セ

ミナーを７回開催し、211 人の参加があり

ました。また防災小冊子を作成し、各保

育園等に配布するとともに、子どもとの

避難時に役立つ備蓄品や災害発生後の行

動について、啓発することができまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【企画政策部】 

 目標 結果 

・総合的かつ計画的な市政運営の基本であ

り、平成 28 年度からスタートした総合計

画の中間見直しについて、一体的に策定

している地方版総合戦略とともに、社会

経済情勢や取組状況、外部の視点からの

意見等を踏まえて行います。 

 

・平塚市行財政改革計画（2016-2019）の計

画期間が満了するため、平塚市総合計画

の改訂内容や社会経済情勢、外部の視点

からの意見等を踏まえ、本市の行財政改

革の視点や取組を定めた平塚市行財政改

革計画を改訂します。 

 

・公共施設の将来的な方向性を考える上で

の基礎資料として活用するために、平塚

市公共施設再編計画に基づく施設評価を

行うことで、公共施設再編の必要性の可

視化に取り組みます。 

 

・庁内事務用端末をノートパソコンからタ

ブレット端末に更新し活用することでペ

ーパーレス会議を実現し、紙の削減と事

務の効率化を図ります。また、窓口でタ

ブレット端末を活用することで、市民と

の円滑なコミュニケーションを実現し、

市民サービスの向上を図ります。 

・平塚市総合計画審議会や議員全員協議会

などの意見を踏まえ、市政運営の総合的

な指針として、平塚市総合計画～ひらつ

かＮＥＸＴ～改訂基本計画を地方創生の

実現を目指す第２期平塚市総合戦略と一

体的に策定しました。 

 

・平塚市行政改革推進委員会や平塚市行財

政改革推進本部などの意見を踏まえ、将

来にわたり持続可能な行財政運営を維持

していくため、第７次行財政改革第２期

目の計画として、平塚市行財政改革計画

（2020-2023）を策定しました。 

 

・公共施設の現状を評価し、各施設の将来

的な方向性について複数の可能性を示し

た結果を、「平塚市公共施設評価」とし

て令和２年１月に公表しました。 

 

 

・庁内事務用ノートパソコン 710 台をタブ

レット端末に入れ替え、ペーパーレス会

議を試行し庁内へ展開するための検討を

行いました。また、25か所の窓口に市民

窓口用タブレットを配備し、分かりやす

い説明をするための環境を整えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【総務部】 

 目標 結果 

・市民と共に歩み、自身と周りの職員を成

長させる職員の育成を目指し、研修を実

施します。 

 

 

・障がい者雇用を推進するため、それぞれ

の障がいに配慮した職場環境づくりに取

り組みます。 

 

 

・市民・職員にとって快適な庁舎となるよ

う、維持管理を適切に行います。 

 

 

・地方税法に基づき、公正、公平な課税を

行います。また、税制改正に適切に対応

します。 

 

 

・市税の収入確保について積極的に取り組

むとともに、10月開始予定の地方税共通

納税システム導入に対応します。 

・「働き方改革の推進」「接遇力の向上」

「政策立案・形成能力の強化」の研修を

重点的に実施し、職員の育成に取り組み

ました。 

 

・障がいに配慮した職場環境の整備に取り

組むとともに、従来の職員採用方法を見

直し、障がい者の活躍の場の拡充に努め

ました。 

 

・清掃や設備管理等の日々の維持管理を適

切に行うとともに、施設の改善や備品類

の拡充を図りました。 

 

・地方税法に基づき、公正、公平な課税を

行いました。また、平塚市市税条例を改

正して必要な規定を整備し、税制改正に

対応しました。 

 

・徴収強化により、前年度を上回る収入を

確保しました。また、地方税共通納税シ

ステムを予定どおり導入しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【公営事業部】 

 目標 結果 

・経営の効率化により収益向上を図ること

で、一般会計への繰出金を確保し、市財

政に寄与します。 

 

・来場者の安心・安全と快適な観戦環境を

確保するため、基本方針に基づく施設整

備を進めます。 

 

 

・競輪の魅力を広く周知することで新規顧

客の確保を図り、市民に開かれた親しみ

やすい競輪場を目指します。 

・一般会計への繰出金は、当初予算通り２

億円を確保することができました。 

 

 

・第２センタースタンド屋上防水や空調機

オーバーホールなどの修繕をすること

で、施設の安心・安全が確保できまし

た。 

 

・あわしまマリンパーク移動水族館や、地

元情報誌とタイアップしたぱどファミリ

ーフェスタなど、ファミリー向けのイベ

ントを競輪開催中に実施し、約 2,500 人

の家族が来場しました。また、ランニン

グキッズバイクの練習場として施設を貸

し出すなど、競輪場を多くの人に認知し

てもらうことができました。 

【市民部】 

 目標 結果 

・市民課の窓口業務の一部を民間事業者へ

業務委託することで、市民サービスの向

上を図るとともに、市職員による専門的

かつ配慮が必要な相談等へのきめ細かな

対応を強化します。また、利用者の個人

情報保護や更なる利便性の向上を図るた

め、駅前市民窓口センターをラスカ平塚

へ移転します。 

・令和元年９月から民間事業者へ業務委託

を開始し、市職員を専門的かつ配慮が必

要な業務へと移行し、きめ細かな対応に

より市民サービスの向上を図りました。 

また、駅前市民窓口センターを駅に直結

し、エレベータ等が設置されているラス

カ平塚へ移転し、利便性の向上を図りま

した。 

 

【健康・こども部】 

 目標 結果 

・ドナー及びドナーの事業所（勤務先）に

対し助成金を交付し、骨髄ドナーが提供

しやすい社会環境づくりを推進します。 

・平成 31年度における申請者はおりません

でした。 

 

 

 



 

【まちづくり政策部】 

 目標 結果 

・都市マスタープランのまちづくりの目標

と将来像を実現するため、市民・事業

者・行政が相互に連携し計画的なまちづ

くりを推進するとともに、コンパクトシ

ティ・プラス・ネットワークの形成に向

けて、用途地域や地区計画等、都市計画

制度を活用した検討を進めます。 

・コンパクトシティ・プラス・ネットワー

クの形成に向けて、必要な都市計画制度

を活用するために調査及び研究を進める

とともに、平成８年以降行っていない市

街化区域全域を対象とした用途地域等の

見直しが必要となっていることから、用

途地域等の見直しに係る基本方針を策定

し、それに基づき変更素案の作成を進め

ました。 

【土木部】 

 目標 結果 

・災害時の避難路を確保するため、狭あい

道路の危険なブロック塀の除去を進めま

す。 

 

 

・車道用のデザイン道路照明灯を LED 化す

ることで、環境負荷の低減及び維持管理

コストの削減を図ります。 

・災害時の避難路を確保するため、所有者

から 16 件の除去申請を受け、うち 14 件

が完了しました。残り２件については、

令和２年度中に完了する予定です。 

 

・道路照明灯でＬＥＤ化されていないデザ

イン照明灯 333 灯全てＬＥＤ化に交換作

業が完了しました。このことにより、環

境負荷の低減及び維持管理コストの削減

が図られました。 

【会計課】 

 目標 結果 

・出納機関として、審査・支払事務の適正

かつ確実な執行に努めます。 

 

 

・安全な公金管理を図るため、社会経済の

変化を把握するとともに、会計事務に係

る情報及び金融情報等の収集に努めま

す。 

 

・財務会計システムの円滑な遂行に努めま

す。 

・出納機関として、年間約 55,000 件の支出

命令書を審査し、適正に支払うことがで

きました。 

 

・金融情報の収集を積極的に行い、大口定

期預金及び債券により、安全性を担保し

た公金運用を行いました。 

 

  

・必要に応じてシステム改修を行い、財務 

会計システムの円滑な遂行に努めました。 



 

【議会局】 

 目標 結果 

・本会議、委員会の円滑かつ適切な運営の

サポートをします。 

 

・議会の活動を市民に分かりやすく伝える

よう取り組みます。 

 

 

 

 

・議会の会議運営や議長及び議員に係る事

務を的確に処理します。 

・各定例会、臨時会において瑕疵のない議

会運営を行いました。 

 

・ＣＡＴＶ及びインターネットによる会議

内容の放映（本会議）、また、議会だよ

りや会議録の作成及び市ウェブページで

の公開などにより、議会情報の提供を図

り市政への関心を高めることに努めまし

た。 

 

・議員の庶務的なサポートを行い、議員が

議会活動しやすい環境づくりに取り組み

ました。また、政務活動費の適正な支出

確保へ適切な助言を行い、支出の透明性

確保策として市ウェブページで各議員の

収支報告書等の公開を行いました。さら

に、各種議長会での諸課題等の情報交換

を議会運営に役立てました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【選挙管理員会事務局】 

 目標 結果 

・公職選挙法その他関係法令に基づき、平

成 31 年４月７日に執行される神奈川県議

会・県知事選挙を的確に管理執行しま

す。 

 

・公職選挙法その他関係法令に基づき、平

成 31 年４月 21日に執行される平塚市議

会議員・市長選挙を的確に管理執行しま

す。 

 

・公職選挙法その他関係法令に基づき、平

成 31 年７月に任期満了となる参議院議員

通常選挙を的確に管理執行します。 

 

・選挙啓発を通じ、有権者の政治や選挙へ

の意識の高揚を図ります。 

・平成 31年 4月 7 日執行の神奈川県議会議

員・県知事選挙を的確に管理執行しまし

た。 

 

 

・平成 31年 4月 21 日執行の平塚市議会議

員・市長選挙を的確に管理執行しまし

た。 

 

 

・令和元年 7月 21 日に執行された参議院議

員通常選挙を的確に管理執行しました。 

 

 

・明るい選挙推進協議会と連携し、模擬投

票や成人式での啓発活動等の他、新有権

者へバースデーレターの送付、小中学校

生徒会選挙への投票機材の貸出し等各種

啓発活動を行いました。さらに統一地方

選挙、参議院選挙において、投票率向上

のため選挙啓発活動を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【監査委員事務局】 

 目標 結果 

・監査等実施計画に基づく定期監査、現金

出納検査、決算審査等について、監査委

員による監査が円滑に執行されるよう、

的確に補助を行います。 

 

・財務事務の適正性、行政執行上の効率性

や有効性等の監査精度の向上を図るた

め、また、公営企業会計の検証等に適切

に対応するため、事務局職員の能力の向

上に努めます。 

 

・地方自治法の改正により策定及び公表が

義務化された監査基準の策定作業を進め

ます。（施行日：令和２年４月１日） 

・定期監査、現金出納検査、決算審査等に

ついて、職員調査を的確に行い、年間計

画どおり監査を実施しました。 

 

 

・専門的研修への参加等により、職員の能

力の向上を図りました。 

 

 

 

 

・地方自治法の改正による新たな監査基準

を策定して公表しました。 

 

 

【病院事務局】 

 目標 結果 

・将来構想に基づく取組を着実に進めるこ

とにより、経営改善を図り、病院運営の

健全化を目指します。 

 

 

 

 

 

 

・診療報酬の加算等を取得し、引き続き収

益の確保に努めます。 

・将来構想に基づき、高度医療・急性期医療

を担う病院として、重症患者を中心とした

効率的な診療を目指し、地域医療連携の推

進、断らない救急の実践、病床 16床再稼働

などによる収益確保と、医薬品購入におけ

る価格交渉や委託内容の分析による業務見

直しなどによる支出抑制の取組により、経

営改善に努めました。 

 

・令和元年６月から緩和ケア診療加算の算

定を開始しました。また、７月から５Ａ

Ｂ病棟（60 床）において、療養環境加算

の算定を開始しました。これらが増収要

因となり、前年度より収益が増加しまし

た。 

 


